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賛助会員募集

●賛助会員の資格
本協会の趣旨に賛同し、運営活動に協力していただ
ける個人や団体（国際活動団体、企業、機関）など
●賛助会員の区分と年会費
個人会員／１口   3,000円
団体会員／１口 10,000円
●賛助会員の特典
◎協会機関紙 宮城県国際化協会機関紙 
　倶楽部ＭＩＡ の定期送付（年4回）

◎当協会主催のイベントや各種講座の案内及び参加費の減免
◎個人会員については協会と提携する旅行会社が指定
　する国内外の旅行代金の一部割引 　
◎企業会員については世界各国国旗の無償貸し出し、及び
　当協会の外国人スタッフ等による国際理解出前講座の
　無償提供
●入会方法
◎本協会あて御連絡ください。
　所定の申し込み用紙と振り込み用紙を送付いたします。

MIA（公財）宮城県国際化協会は、県民参加の幅広い国際交流を進め、人と
人との輪を広げていくために、皆様の御理解と御協力を求めています。

公益財団法人宮城県国際化協会
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みやぎの多文化な人 宮城県内で活躍している海外出身者をご紹介します。みやぎの多文化な人 宮城県内で活躍している海外出身者をご紹介します。

　

　加美町は台湾嘉義市と2024年から交流を行っており、昨年8月には中新田図書館で「台湾ウィーク」を開催しました。児童館に通う子
どもたちが制作したランタンで会場を彩り、台湾の写真、台湾文化のパネル展示、関連図書の紹介、台湾の方を招いたトークイベントな
どを行いました。多くの方に参加頂き、「台湾独特の鮮やかな色づかいが見られて楽しい」といった感想が寄せられました。今年３月、加
美町は嘉義市と友好都市提携協定を締結しましたので、昨年に続き台湾ウィークの第２弾を8月に実施する予定です（7月上旬に取材）。
　このほか、毎年町内に住む外国人との多文化交流イベントを実施しています。昨年はALT（英語指導助手）や、おおさき日本語学校の
生徒の方にも参加頂き、「手打ちそば処駒庄」でそば打ち体験を行いました。そば打ちは
はじめてという方がほとんどでしたが、スタッフの丁寧な指導のもと上手にそばを打って
いました。出来たそばを一緒に食べながら、日本や参加者の国の麺文化や習慣についての
話題で盛り上がりました。今後とも様々な交流イベントを実施したいと考えています。

●Instagramで日頃の活動を発信しています！
　新規会員も募集していますので、お気軽にお問い合わせください。
　アカウント名：KAMIIFA2024

　サポーターの声

次ページに続く▼

（左）ノンタワット・スワンナポンさん（タイ王国出身）
（右）シリパッタラトーン・ティーラポンさん（タイ王国出身）
富田運輸株式会社　トラックドライバー　黒川郡大和町在住 （左）雪の舞う中を出発するティックさん　（右）運行する大型トラック（10ｔ車）の前に立つビアさん

（涌谷町企画財政課）　

昨年の台湾ウィークの様子

星　和香さん　 MIA日本語サポーター　

※特定技能とは…国内で人材確保が困難な状況にある産業分野において、
一定の専門性・技能を有する外国人を受け入れることを目的に創設され
た在留資格。相当程度の知識又は経験を必要とする技能を要する業務に
従事する１号と、熟練した技能を要する業務に従事する２号がある。

東北初！外国人トラックドライバーが
デビューしました

加美町国際交流協会（KIFA）　会長　佐藤 博子さん

　トラック、バス、タクシーなどのドライバー不足を背景に、
2024年特定技能（※）１号の対象分野に自動車運送業が加わ
りました。特定技能１号の在留資格で昨年8月に大和町の富田
運輸に入社し、今年の２月からドライバーとしての業務を開始
したノンタワット・スワンナポンさん（以下、ビアさん）、シリパッ
タラトーン・ティーラポンさん（以下、ティックさん）にお話を伺
いました。
ー富田運輸に入社するまでのことを教えてください。
ビアさん　タイ東北部カラシン県の出身です。2022年に技能
実習生として来日し、埼玉県でとびの仕事に従事していまし
た。とびの仕事は毎日同じ場所で同じ作業をこなす日々で、違
う仕事をしてみたいと思っていました。トラックドライバーはい
ろいろな場所に行くことができ、時間的にも自由度が高いこと
に魅力を感じ、挑戦してみることにしました。
ティックさん　隣国ラオスとメコン川をはさんで隣接している
ルーイ県に住んでいました。山の風景がとてもきれいで有名
なところです。９年前に鋳造の技能実習生として来日し、３年働
いた後、一度帰国しました。大阪の機械加工の会社でさらに３
年ほど勤めました。当時から車の運転が好きで、レンタカーを
借りて何度か遠くまでドライブしたりしていました。それで大
きなトラックを運転してみたいと思い、転職を決めました。
ー入社後のことについて教えてください。
ビアさん　入社後にタイの免許を日本の免許に切り替える手
続きをしました。元々車の運転は好きでしたが、実技試験がと

ても難しく、会社でたくさん練習して合格しました。来日後日本
語は独学で勉強し、日本語能力試験のN３も取得しています。文
法や敬語は難しいと感じますが、漢字は意味が分かれば覚えや
すいですね。
　現在は大型トラックに乗務し、自動車部品を運んでいます。日
勤と夜勤を２週間ごとに交代で、宮城と岩手の工場を１日２往
復、大体400ｋｍぐらいの距離を走ります。右左折時や、滑りや
すい雪道の走行など、運転中は様々な注意が必要で大変な面も
あります。しかし、季節によって移り変わる美しい景色を運転中
に見られるのが楽しいです。私は冬が好きで、岩手の山々の雪
景色がとても気に入っています。この先も日本で暮らしていき
たいと考えていて、ゆくゆくは特定技能２号の合格を目指したい
です。
ティックさん　私は大阪にいた頃に日本の免許を取っていたの
ですが、大型免許と、積み荷の荷下ろしに必要なフォークリフト
の免許は入社してから取得しました。日本語のテキストでわから
ないことばを一つ一つ調べながら必死に勉強しました。12月か
らは先輩の同乗のもと路上での実習を重ね、今年の2月から一
人で運転するようになりました。その頃はゆっくり走っていても
凍結や雪でトラックが滑ってしまうところもあって、怖かったで
すね。
　

　私が日本語サポーターに登録したきっかけは、子どもが通う幼稚園に韓国人の保護者がいて、サポーターさんととても楽しく日本語
学習活動を行っていると聞いて興味をもったことでした。
　今まで２名の韓国人の女性を支援してきました。一人目のAさんは、元々日本語能力の高い方でした。お互い食べ歩きが好きだったの
で、色々なカフェをめぐりながら、会話練習を中心に活動しました。お店のメニューに魚があったときに、漢字の成り立ちについてお話し
したところ、とても興味を持たれていて、こういった内容もサポートになるというのは私にとって発見でした。又、韓国ではキムチを子ど
もに食べさせる時、洗って辛みを取って食べさせることなどを教えてもらうこともあり、私自身も韓国文化を学ぶことが多かったです。
　Aさんが帰国することになり、その友人のBさんを紹介して頂き、今もサポートが続いています。B
さんもとても学習意欲が高く日本語能力試験の合格を目標にしていました。サポートするにあたり私
も日本語の知識をしっかり身につけたいと思い、日本語について日々学んでいるところです。現在は
週１回カフェでの会話中心の活動をしていて、最近あったできごとなどを話します。私は間違いをすぐ
訂正したりせず気づきを促したり、沈黙があってもご本人の発話を待つようにしています。子どもたち
の歳が近いこともあり、今では家族で遊ぶこともあります。本場のキムチをお裾分けしてもらったり、
共通の趣味のスキーに行ったりと楽しく交流しています。 星さん（左）とBさん（右）

か ぎ

みやぎの国際活動団体みやぎの国際活動団体

こましょう

AIM＠加美町防災訓練で遠隔通訳の訓練を行いました
　6月に加美町中新田体育館で行われた加美町防災訓練に災害時通訳ボランティア4名が参加しました。といってもオンラインに
よる参加です。大雨洪水により体育館に避難してきた町民に対し、県や町の医療福祉チームが巡回して要配慮者の聞き取り確認を
するという状況で、その避難者の一部が外国人という想定です。医療福祉チームが外国人避難者として参加した加美町の英語指
導助手ALT（アメリカ人３人）に対し健康上の聞き取りを行う際に通訳のお手伝いをしました。これまで、県9.1総合防災訓練などで
通訳ボランティアが現地に集まり、対面で通訳の訓練をしたことはありましたが、オンラインによる通訳訓練は初めての試みです。
　参加した災害時通訳ボランティアのひとり、岩渕康民さんは「音が少し途切れたり、聞き取りにくいこともありましたが、それでも
被災地域に赴くことの難しさを考えれば、このように遠隔で通訳を行うことは実際的で、ある程度有効であることが確認できたよう
に思います」と、感想を述べられました。 　



「倶楽部MIA」の最新号及びバックナンバーは、WEB上でご覧
いただくことができます。 倶楽部MIA 検 索「みやぎの多文化な人」の続き

　石巻市では、市内の小中学校に在籍する外国出身の子どもの日本語習得や
教科学習を支援する「定住外国人就学支援員」を配置しています。ひとりの子ど
もに対し、1週間に最大２０時間までとなっており、手厚い支援が可能となってい
ます。今回は、就学支援員として活動している千葉直美さんにお話をうかがい
ました。

　２０２４年、スリランカ出身の小学４年生男児Bさんへの支援が始まりました。
彼の母語はシンハラ語ですが、日本に来る前のスリランカの小学校では英語で勉強をしていたため、当初私は英語で説明を
したりしました。日本でなら２年生で習得しているはずの九九の定着が十分でなかったり、コンパス、分度器、定規を使うこと
や、マス目に数字や文字を書くことが苦手だったりするなど、教育課程や学習の文化・習慣の違いを実感することも多々あり
ました。ですが、校内の担任をはじめとした先生方やクラスメートはBさんのことをそれほど特別扱いせずにごく自然に受け
入れてくれたので、いつも温かい雰囲気の中で支援を進めることができました。夏休みを経て、急に日本語で話ができるよう
になったのを目の当たりにして大変驚いたことが思い出されます。いまは日常的な日本語での会話はほぼ問題がないほど成
長しました。ですが、国語や歴史の授業理解が難しいなどまだまだ不安はあります。それでもBさんはいつも明るく前向きで、
自分でできることを探して熱心に取り組んでいます。その姿から支援をしているはずの私の方がかえって元気をもらっていま
すし、たくさんのことを学ばせてもらっています。

■■■第 19 回

外国につながる子どもたちの支援について考えるシリーズ 

石巻市定住外国人就学支援員　千葉  直美さん

■■■■■■■■■　■■　■■■■さん

多文化 トピックな

　2026 年 6 月より在留カードとマイナンバーカードを１枚にまとめることができるよ
うになりました。
　これまでは在留カードとマイナンバーカードは別々のものでした。そのため、在留
期限の更新や在留資格の変更などで新しい在留カードを受け取っても、マイナンバー
カードの情報は自動的には更新されず、別途更新の手続きが必要でした。
　在留カードとマイナンバーカードの機能をひとつにまとめた「特定在留カード」は、
一部の手続きを除き、在留カードとマイナンバーカードに関する手続きを一度で済ま
せることができます。
　特定在留カードは、地方出入国在留管理局または市区町村で申請を受け付けてい
ます。詳しくは、出入国在留管理庁の HP もしくはお住まいの市区町村でご確認くだ
さい。
チラシURL: 
https://www.moj.go.jp/isa/content/001464470.pdf

便利になります！ 
在留カードとマイナンバーカードがひとつのカードに

ベトナムフェスティバルin仙台・宮城2026

中学校の入学式にBさんと両親と千葉さん

　仙台ではじめてとなるベトナムフェスティバルが9月にサンモール一番町で開催さ
れます。このイベントは、一般社団法人宮城県日越交流協会と在仙台ベトナム人協会
が主催するものです。
　本場のフォーやバインミーなどといったベトナム料理の販売があるほか、伝統舞踊
や音楽が楽しめるステージイベント、伝統衣装アオザイの試着や工芸体験もあり、ベト
ナムを見て・食べて・体験できるイベントです。
〈イベント概要〉
開催日時：2026年9月26日（土）10：00～19：00
　　　　　　　　　　27日（日）10：00～17：00
会　　場：サンモール一番町（仙台市青葉区一番町２丁目）

くわしい情報は、右記の公式SNSでご覧ください。
　今年度MIAでは、県内に在住する外国人を対象にごみの分別の仕方や交通ルールなどを正しく理解し、地域社会で不安なく暮
らすことができるよう、生活オリエンテーションを実施しています。
　第１回目を７月１２日に石巻市で実施し、ベトナム、ミャンマー、中国、ネパール、タ
イの出身者など43名の参加がありました。参加者の言語に応じた通訳者を配置し
たうえで、石巻警察署による、自転車のルール、１１０番の通報の説明に続いて、参
加外国人が通報の練習を行いました。自転車をよく利用する参加者も多く、「子ど
もをのせている場合は歩道を走っても大丈夫ですか」という質問もありました。
　後半は石巻市役所の方からごみの出し方について説明頂き、ごみの分別のアク
ティビティーを行いました。来日して間もない参加者もいて、配布された自分の言
語のごみの分別一覧表を片手にまわりの人と相談しながら分別していました。

AIM＠外国人のための生活オリエンテーションin石巻のご報告

ティックさん　私は現在ビアさんと同
じ荷物を同じルートで、２週間ごとに日
勤・夜勤を交代で走っています。勤務
時間によって夜の走行は目が疲れた
り、食事や睡眠の管理が少し大変だっ
たりしますが、やはり私は運転が好き
です。仕事中は日本語の勉強にもなる
のでラジオをよく聞いています。自動
車運送業はまだ特定技能の１号のみで
すが、２号が導入されたら挑戦して、
母国から妻と二人の子どもを呼び寄せ
て日本で一緒に暮らせたらと考えてい
ます。

富田運輸株式会社　総務グループ　チーフマネージャー　近松さんから
　日本社会は少子高齢化により労働人口も減少していくことが見込まれて
おり、私たちの自動車運送業も例外ではありません。その中で、特定技
能１号の対象に自動車運送業が追加されたタイミングで、他社に先駆けて
積極的に外国人を雇用することで、業界内における外国人雇用の普及に
貢献できればと考え、お二人の採用に踏み切りました。入社後、社会人
の基礎や交通安全に関する研修を実施し、外国免許の切り替えや大型免
許の取得などもサポートしてきました。また、大和町で安心して暮らせる
よう、借り上げ社宅の手配など生活面の支援も行っています。ビアさん、
ティックさんはいつも笑顔を絶やさず、真摯に業務に取り組んでくれてい
て、社内の雰囲気が明るくなりましたね。二人を採用したことにより、外
国人からもトラックドライバーの求人の問い合わせを頂いています。今後
も状況に応じて柔軟に外国人の雇用を検討していきたいと考えています。

ごみ分別のアクティビティーの様子

Facebook 

Instagram

ライブラリーのコーナーで紹介されている図書は全て貸し出しまたは当協会図書資料室で閲覧可能です。

「日本語を母語としない子どもと親のための進路ガイドブック 宮城 2026」

　宮城県に暮らす外国ルーツの親子を対象に県内で高校進学するために必要な情報を網羅してい
るガイドブックが今年、リニューアルされました。ポイントをおさえて全体的に読みやすさを重視して
作成されています。日本語版のほかに英語、中国語、タガログ語、ベトナム語、ネパール語、インドネ
シア語およびウルドゥ語の翻訳版があります。同実行委員会のHPからダウンロードすることができ
ます。外国ルーツの親子はもちろんのこと、小中学校や支援者のみなさまにも広く
ご活用いただければと思います。

日本語を母語としない子どもと親のための進路ガイダンス実行委員会HP
URL  https://mia-miyagi.jp/cg_2026

（編集：日本語を母語としない子どもと親のための進路ガイダンス実行委員会）

ライブラリーライブラリー
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　石巻市では、市内の小中学校に在籍する外国出身の子どもの日本語習得や
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彼の母語はシンハラ語ですが、日本に来る前のスリランカの小学校では英語で勉強をしていたため、当初私は英語で説明を
したりしました。日本でなら２年生で習得しているはずの九九の定着が十分でなかったり、コンパス、分度器、定規を使うこと
や、マス目に数字や文字を書くことが苦手だったりするなど、教育課程や学習の文化・習慣の違いを実感することも多々あり
ました。ですが、校内の担任をはじめとした先生方やクラスメートはBさんのことをそれほど特別扱いせずにごく自然に受け
入れてくれたので、いつも温かい雰囲気の中で支援を進めることができました。夏休みを経て、急に日本語で話ができるよう
になったのを目の当たりにして大変驚いたことが思い出されます。いまは日常的な日本語での会話はほぼ問題がないほど成
長しました。ですが、国語や歴史の授業理解が難しいなどまだまだ不安はあります。それでもBさんはいつも明るく前向きで、
自分でできることを探して熱心に取り組んでいます。その姿から支援をしているはずの私の方がかえって元気をもらっていま
すし、たくさんのことを学ばせてもらっています。

■■■第 19 回

外国につながる子どもたちの支援について考えるシリーズ 

石巻市定住外国人就学支援員　千葉  直美さん

■■■■■■■■■　■■　■■■■さん

多文化 トピックな

　2026 年 6 月より在留カードとマイナンバーカードを１枚にまとめることができるよ
うになりました。
　これまでは在留カードとマイナンバーカードは別々のものでした。そのため、在留
期限の更新や在留資格の変更などで新しい在留カードを受け取っても、マイナンバー
カードの情報は自動的には更新されず、別途更新の手続きが必要でした。
　在留カードとマイナンバーカードの機能をひとつにまとめた「特定在留カード」は、
一部の手続きを除き、在留カードとマイナンバーカードに関する手続きを一度で済ま
せることができます。
　特定在留カードは、地方出入国在留管理局または市区町村で申請を受け付けてい
ます。詳しくは、出入国在留管理庁の HP もしくはお住まいの市区町村でご確認くだ
さい。
チラシURL: 
https://www.moj.go.jp/isa/content/001464470.pdf

便利になります！ 
在留カードとマイナンバーカードがひとつのカードに

ベトナムフェスティバルin仙台・宮城2026

中学校の入学式にBさんと両親と千葉さん

　仙台ではじめてとなるベトナムフェスティバルが9月にサンモール一番町で開催さ
れます。このイベントは、一般社団法人宮城県日越交流協会と在仙台ベトナム人協会
が主催するものです。
　本場のフォーやバインミーなどといったベトナム料理の販売があるほか、伝統舞踊
や音楽が楽しめるステージイベント、伝統衣装アオザイの試着や工芸体験もあり、ベト
ナムを見て・食べて・体験できるイベントです。
〈イベント概要〉
開催日時：2026年9月26日（土）10：00～19：00
　　　　　　　　　　27日（日）10：00～17：00
会　　場：サンモール一番町（仙台市青葉区一番町２丁目）

くわしい情報は、右記の公式SNSでご覧ください。
　今年度MIAでは、県内に在住する外国人を対象にごみの分別の仕方や交通ルールなどを正しく理解し、地域社会で不安なく暮
らすことができるよう、生活オリエンテーションを実施しています。
　第１回目を７月１２日に石巻市で実施し、ベトナム、ミャンマー、中国、ネパール、タ
イの出身者など43名の参加がありました。参加者の言語に応じた通訳者を配置し
たうえで、石巻警察署による、自転車のルール、１１０番の通報の説明に続いて、参
加外国人が通報の練習を行いました。自転車をよく利用する参加者も多く、「子ど
もをのせている場合は歩道を走っても大丈夫ですか」という質問もありました。
　後半は石巻市役所の方からごみの出し方について説明頂き、ごみの分別のアク
ティビティーを行いました。来日して間もない参加者もいて、配布された自分の言
語のごみの分別一覧表を片手にまわりの人と相談しながら分別していました。

AIM＠外国人のための生活オリエンテーションin石巻のご報告

ティックさん　私は現在ビアさんと同
じ荷物を同じルートで、２週間ごとに日
勤・夜勤を交代で走っています。勤務
時間によって夜の走行は目が疲れた
り、食事や睡眠の管理が少し大変だっ
たりしますが、やはり私は運転が好き
です。仕事中は日本語の勉強にもなる
のでラジオをよく聞いています。自動
車運送業はまだ特定技能の１号のみで
すが、２号が導入されたら挑戦して、
母国から妻と二人の子どもを呼び寄せ
て日本で一緒に暮らせたらと考えてい
ます。

富田運輸株式会社　総務グループ　チーフマネージャー　近松さんから
　日本社会は少子高齢化により労働人口も減少していくことが見込まれて
おり、私たちの自動車運送業も例外ではありません。その中で、特定技
能１号の対象に自動車運送業が追加されたタイミングで、他社に先駆けて
積極的に外国人を雇用することで、業界内における外国人雇用の普及に
貢献できればと考え、お二人の採用に踏み切りました。入社後、社会人
の基礎や交通安全に関する研修を実施し、外国免許の切り替えや大型免
許の取得などもサポートしてきました。また、大和町で安心して暮らせる
よう、借り上げ社宅の手配など生活面の支援も行っています。ビアさん、
ティックさんはいつも笑顔を絶やさず、真摯に業務に取り組んでくれてい
て、社内の雰囲気が明るくなりましたね。二人を採用したことにより、外
国人からもトラックドライバーの求人の問い合わせを頂いています。今後
も状況に応じて柔軟に外国人の雇用を検討していきたいと考えています。

ごみ分別のアクティビティーの様子

Facebook 

Instagram

ライブラリーのコーナーで紹介されている図書は全て貸し出しまたは当協会図書資料室で閲覧可能です。

「日本語を母語としない子どもと親のための進路ガイドブック 宮城 2026」

　宮城県に暮らす外国ルーツの親子を対象に県内で高校進学するために必要な情報を網羅してい
るガイドブックが今年、リニューアルされました。ポイントをおさえて全体的に読みやすさを重視して
作成されています。日本語版のほかに英語、中国語、タガログ語、ベトナム語、ネパール語、インドネ
シア語およびウルドゥ語の翻訳版があります。同実行委員会のHPからダウンロードすることができ
ます。外国ルーツの親子はもちろんのこと、小中学校や支援者のみなさまにも広く
ご活用いただければと思います。

日本語を母語としない子どもと親のための進路ガイダンス実行委員会HP
URL  https://mia-miyagi.jp/cg_2026

（編集：日本語を母語としない子どもと親のための進路ガイダンス実行委員会）

ライブラリーライブラリー
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賛助会員募集

●賛助会員の資格
本協会の趣旨に賛同し、運営活動に協力していただ
ける個人や団体（国際活動団体、企業、機関）など
●賛助会員の区分と年会費
個人会員／１口   3,000円
団体会員／１口 10,000円
●賛助会員の特典
◎協会機関紙 宮城県国際化協会機関紙 
　倶楽部ＭＩＡ の定期送付（年4回）

◎当協会主催のイベントや各種講座の案内及び参加費の減免
◎個人会員については協会と提携する旅行会社が指定
　する国内外の旅行代金の一部割引 　
◎企業会員については世界各国国旗の無償貸し出し、及び
　当協会の外国人スタッフ等による国際理解出前講座の
　無償提供
●入会方法
◎本協会あて御連絡ください。
　所定の申し込み用紙と振り込み用紙を送付いたします。

MIA（公財）宮城県国際化協会は、県民参加の幅広い国際交流を進め、人と
人との輪を広げていくために、皆様の御理解と御協力を求めています。

公益財団法人宮城県国際化協会

倶楽部
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機関紙
（季刊発行）

宮城県国際化協会

倶楽部
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みやぎの多文化な人 宮城県内で活躍している海外出身者をご紹介します。みやぎの多文化な人 宮城県内で活躍している海外出身者をご紹介します。

　

　加美町は台湾嘉義市と2024年から交流を行っており、昨年8月には中新田図書館で「台湾ウィーク」を開催しました。児童館に通う子
どもたちが制作したランタンで会場を彩り、台湾の写真、台湾文化のパネル展示、関連図書の紹介、台湾の方を招いたトークイベントな
どを行いました。多くの方に参加頂き、「台湾独特の鮮やかな色づかいが見られて楽しい」といった感想が寄せられました。今年３月、加
美町は嘉義市と友好都市提携協定を締結しましたので、昨年に続き台湾ウィークの第２弾を8月に実施する予定です（7月上旬に取材）。
　このほか、毎年町内に住む外国人との多文化交流イベントを実施しています。昨年はALT（英語指導助手）や、おおさき日本語学校の
生徒の方にも参加頂き、「手打ちそば処駒庄」でそば打ち体験を行いました。そば打ちは
はじめてという方がほとんどでしたが、スタッフの丁寧な指導のもと上手にそばを打って
いました。出来たそばを一緒に食べながら、日本や参加者の国の麺文化や習慣についての
話題で盛り上がりました。今後とも様々な交流イベントを実施したいと考えています。

●Instagramで日頃の活動を発信しています！
　新規会員も募集していますので、お気軽にお問い合わせください。
　アカウント名：KAMIIFA2024

　サポーターの声

次ページに続く▼

（左）ノンタワット・スワンナポンさん（タイ王国出身）
（右）シリパッタラトーン・ティーラポンさん（タイ王国出身）
富田運輸株式会社　トラックドライバー　黒川郡大和町在住 （左）雪の舞う中を出発するティックさん　（右）運行する大型トラック（10ｔ車）の前に立つビアさん

（涌谷町企画財政課）　

昨年の台湾ウィークの様子

星　和香さん　 MIA日本語サポーター　

※特定技能とは…国内で人材確保が困難な状況にある産業分野において、
一定の専門性・技能を有する外国人を受け入れることを目的に創設され
た在留資格。相当程度の知識又は経験を必要とする技能を要する業務に
従事する１号と、熟練した技能を要する業務に従事する２号がある。

東北初！外国人トラックドライバーが
デビューしました

加美町国際交流協会（KIFA）　会長　佐藤 博子さん

　トラック、バス、タクシーなどのドライバー不足を背景に、
2024年特定技能（※）１号の対象分野に自動車運送業が加わ
りました。特定技能１号の在留資格で昨年8月に大和町の富田
運輸に入社し、今年の２月からドライバーとしての業務を開始
したノンタワット・スワンナポンさん（以下、ビアさん）、シリパッ
タラトーン・ティーラポンさん（以下、ティックさん）にお話を伺
いました。
ー富田運輸に入社するまでのことを教えてください。
ビアさん　タイ東北部カラシン県の出身です。2022年に技能
実習生として来日し、埼玉県でとびの仕事に従事していまし
た。とびの仕事は毎日同じ場所で同じ作業をこなす日々で、違
う仕事をしてみたいと思っていました。トラックドライバーはい
ろいろな場所に行くことができ、時間的にも自由度が高いこと
に魅力を感じ、挑戦してみることにしました。
ティックさん　隣国ラオスとメコン川をはさんで隣接している
ルーイ県に住んでいました。山の風景がとてもきれいで有名
なところです。９年前に鋳造の技能実習生として来日し、３年働
いた後、一度帰国しました。大阪の機械加工の会社でさらに３
年ほど勤めました。当時から車の運転が好きで、レンタカーを
借りて何度か遠くまでドライブしたりしていました。それで大
きなトラックを運転してみたいと思い、転職を決めました。
ー入社後のことについて教えてください。
ビアさん　入社後にタイの免許を日本の免許に切り替える手
続きをしました。元々車の運転は好きでしたが、実技試験がと

ても難しく、会社でたくさん練習して合格しました。来日後日本
語は独学で勉強し、日本語能力試験のN３も取得しています。文
法や敬語は難しいと感じますが、漢字は意味が分かれば覚えや
すいですね。
　現在は大型トラックに乗務し、自動車部品を運んでいます。日
勤と夜勤を２週間ごとに交代で、宮城と岩手の工場を１日２往
復、大体400ｋｍぐらいの距離を走ります。右左折時や、滑りや
すい雪道の走行など、運転中は様々な注意が必要で大変な面も
あります。しかし、季節によって移り変わる美しい景色を運転中
に見られるのが楽しいです。私は冬が好きで、岩手の山々の雪
景色がとても気に入っています。この先も日本で暮らしていき
たいと考えていて、ゆくゆくは特定技能２号の合格を目指したい
です。
ティックさん　私は大阪にいた頃に日本の免許を取っていたの
ですが、大型免許と、積み荷の荷下ろしに必要なフォークリフト
の免許は入社してから取得しました。日本語のテキストでわから
ないことばを一つ一つ調べながら必死に勉強しました。12月か
らは先輩の同乗のもと路上での実習を重ね、今年の2月から一
人で運転するようになりました。その頃はゆっくり走っていても
凍結や雪でトラックが滑ってしまうところもあって、怖かったで
すね。
　

　私が日本語サポーターに登録したきっかけは、子どもが通う幼稚園に韓国人の保護者がいて、サポーターさんととても楽しく日本語
学習活動を行っていると聞いて興味をもったことでした。
　今まで２名の韓国人の女性を支援してきました。一人目のAさんは、元々日本語能力の高い方でした。お互い食べ歩きが好きだったの
で、色々なカフェをめぐりながら、会話練習を中心に活動しました。お店のメニューに魚があったときに、漢字の成り立ちについてお話し
したところ、とても興味を持たれていて、こういった内容もサポートになるというのは私にとって発見でした。又、韓国ではキムチを子ど
もに食べさせる時、洗って辛みを取って食べさせることなどを教えてもらうこともあり、私自身も韓国文化を学ぶことが多かったです。
　Aさんが帰国することになり、その友人のBさんを紹介して頂き、今もサポートが続いています。B
さんもとても学習意欲が高く日本語能力試験の合格を目標にしていました。サポートするにあたり私
も日本語の知識をしっかり身につけたいと思い、日本語について日々学んでいるところです。現在は
週１回カフェでの会話中心の活動をしていて、最近あったできごとなどを話します。私は間違いをすぐ
訂正したりせず気づきを促したり、沈黙があってもご本人の発話を待つようにしています。子どもたち
の歳が近いこともあり、今では家族で遊ぶこともあります。本場のキムチをお裾分けしてもらったり、
共通の趣味のスキーに行ったりと楽しく交流しています。 星さん（左）とBさん（右）

か ぎ

みやぎの国際活動団体みやぎの国際活動団体

こましょう

AIM＠加美町防災訓練で遠隔通訳の訓練を行いました
　6月に加美町中新田体育館で行われた加美町防災訓練に災害時通訳ボランティア4名が参加しました。といってもオンラインに
よる参加です。大雨洪水により体育館に避難してきた町民に対し、県や町の医療福祉チームが巡回して要配慮者の聞き取り確認を
するという状況で、その避難者の一部が外国人という想定です。医療福祉チームが外国人避難者として参加した加美町の英語指
導助手ALT（アメリカ人３人）に対し健康上の聞き取りを行う際に通訳のお手伝いをしました。これまで、県9.1総合防災訓練などで
通訳ボランティアが現地に集まり、対面で通訳の訓練をしたことはありましたが、オンラインによる通訳訓練は初めての試みです。
　参加した災害時通訳ボランティアのひとり、岩渕康民さんは「音が少し途切れたり、聞き取りにくいこともありましたが、それでも
被災地域に赴くことの難しさを考えれば、このように遠隔で通訳を行うことは実際的で、ある程度有効であることが確認できたよう
に思います」と、感想を述べられました。 　


